
An die Musik〜��に�せて

ベートーヴェン
�ピアノソナタ第１７番「テンペスト」
�ピアノソナタ第２３番「熱情」

横⼭幸雄
 オマージュ・ア・ラフマニノフ∼ヴォカリーズ∼
ショパン
 バラード第１番
 ノクターン嬰ハ短調�遺作
 幻想即興曲
シューマン＝リスト
 献呈
リスト
 愛の夢�第３番
 ラ・カンパネラ

ピアノリサイタル

チケット： ４,０00円
※なくなり次第終了

横⼭幸雄

2023年

（土）

邑楽町中央公民館　
 

開場 13:１５ / 開演 14:00

群馬県邑楽郡邑楽町大字中野２５６９－１（邑楽町役場となり）
0276-88-1177

全席自由

主催・問合先:邑楽町中央公民館　

受付時間 9:00-22:00
（月曜日を除く）

プレイガイド　邑楽町中央公民館

７月１５日

PROGRAM

邑の森ホールで味わう名曲の旅

おうらまち

むら

邑の森ホール

©ZIGEN

∼オープニングスペシャルステージ∼
リサイタルに先⽴ち、13時45分より横⼭幸雄と⾢楽町出⾝の新�
進ピアニスト坂原菫礼によるスペシャルステージを⾏います。�
横⼭幸雄作曲の「カルメンの誘惑と幻想」を、師弟共演による�
連弾でお聴きいただきます。
演奏が始まりますと会場に⼊ることができませんので、ぜひお�
早めにお越しください。



���中央���
�⾺���郡���⼤�中野２５６９−１

（����場となり）

０２７６−８８−１１７７

YUKIO YOKOYAMA
第12回ショパン国際ピアノコンクールにおいて歴代の⽇本⼈として最年少⼊賞を
果たし、本格的な演奏活動を始めた。それ以来数々の賞を受賞し、クラシック界
のトップアーティストとして常に注⽬を集めている。2010年ショパン⽣誕200年
を記念して⾏われた14時間に及ぶショパンピアノ独奏曲全曲演奏会「⼊魂のショ
パン」はギネス世界記録に認定され、翌年には遺作を含む全独奏曲演奏会で⾃ら
のギネス記録を更新。2019年の第10回記念公演では、ショパンが⽣涯で作曲し
た240曲の全ての作品（独奏曲、協奏曲、声楽曲、室内楽曲）を3⽇間で演奏する
という前⼈未踏のプロジェクトを⼤成功させ、その記録をDVDとしてリリース。
また、2013年よりスタートした横⼭幸雄のもうひとつのライフワークともいえる
シリーズ「ベートーヴェン・プラス」や、「４⼤ピアノ協奏曲」演奏会などに加
え、ベートーヴェン⽣誕250周年にあたる2020年には「ベートーヴェン :ピア
ノ・ソナタ全32曲連続演奏会」を⾏い、2⽇間でソナタ全曲を演奏する偉業を成
し遂げ、その模様が全て収録されたDVDを発表。最新CDは昨年サントリーホー
ルでのデビュー30周年記念公演のライヴ録⾳「横⼭幸雄ショパンピアノ協奏曲第
1番＆第2番他」（ソニー・ミュージック・レーベルズ）。積極的な演奏活動以外
に教育者としても数々の実績を残している。また、東京と京都にレストランをオ
ープンし、⾳楽と旬の⾷をテーマに新しい⾳楽の楽しみ⽅を提供。近年では⾃ら
主宰するビアンカーラサロンでの様々な企画や、ライヴ配信「マイハートピアノ
ライヴ」を毎⽉⾏うなど、⾳楽プロデューサーとしても活躍。数々の⾳楽⼤学で
客員教授として教鞭を取り、また故中村紘⼦⼥史の遺志を引き継ぎ⽇本パデレフ
スキ協会会⻑を務めている。
オフィシャルサイトhttps ://yokoyamayukio .net

���でのリサイタルに�せて

僕 に と っ て ⾢ 楽 町 中 央 公 ⺠ 館 で の リ サ イ タ ル
は 初 め て の こ と と な り ま す が 、 リ サ イ タ ル に
先 ⽴ っ て 2 ⽉ に 公 開 レ ッ ス ン で 伺 い ま し た 。
⽊ の 温 も り が 感 じ ら れ る ホ ー ル で 、 受 講 者 は も ち ろ ん 聴 講 さ れ た 地 域 の 皆 さ ま と �
共 に 有 意 義 な レ ッ ス ン を す る こ と が で き ま し た 。
こ の 素 晴 ら し い ホ ー ル の 響 き を リ サ イ タ ル 前 に 体 験 で き ま し た の で 、 そ の 響 き を �
想 像 し な が ら リ サ イ タ ル の 準 備 を し た り 、 ま た ⼀ 回 き り の 演 奏 会 だ け で は な い 近 �
隣 の ⽅ た ち と の 触 れ 合 い が 出 来 る と い う こ と も 、 楽 し み な こ と で す 。
当 ⽇ の 演 ⽬ は ベ ー ト ー ヴ ェ ン に 始 ま り シ ョ パ ン 、 そ し て リ ス ト に 終 わ る プ ロ グ ラ �
ム で す が 、 第 ⼆ 部 の 冒 頭 に は 今 年 ⽣ 誕 1 5 0 年 を 迎 え る ラ フ マ ニ ノ フ へ の オ マ ー ジ �
ュ の 気 持 ち を 込 め た ⾃ 作 も 盛 り 込 み つ つ 、 多 く の 皆 さ ま に と っ て も 親 し み や す い �
作 品 も 多 い 構 成 と な っ て い ま す 。
近 年 演 奏 会 に ⾏ く 機 会 が 減 っ て い る ⽅ も 多 か っ た か も し れ ま せ ん が 、 映 像 や Ｃ Ｄ �
な ど で は 伝 わ り き ら な い ラ イ ヴ と し て の 響 き 、 そ し て 緊 張 感 や 空 気 感 な ど 、 思 う �
存 分 楽 し ん で い た だ け た ら と 思 い ま す 。
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おうらまち

©ZIGEN

http://yokoyamayukio.net/

